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本日の主な内容

１．だんだん会の発足と目的

２．７年間の経過と現状

３．ＢＣＰに取り組んで
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山梨県北杜市の概要
山梨県北西部に位置

（八ヶ岳南麓地域、塩川釜無川流域地域）

人口 ４5，709人  （2023.4.1現在）

（６５歳以上人口 18，414人）

高齢化率 40.3％

※（全国平均） 29.0％（2023.4）

＜年齢別高齢者人口＞

前期高齢者（74歳以下） ８，７３１人（４９．７％）

後期高齢者  ８，８２５人（５０．３％）

面積 ６０２．８９㎢

（在宅死亡率 11.0％）

首都圏から近く、別荘・移住者が
多い地域
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一般社団法人だんだん会
２０１６年設立・2017年事業開始

当法人は，加齢や病気・障害があっても、 住み

慣れた地域（⇒住みたい地域）で自分らしく暮ら
し続けられる地域づくりをめざし、また、人権を尊
重した良質な医療と看護・介護・福祉を実現する
ために、地域住民と力を合わせ住民の保健福祉
の向上に寄与することを目的とする。

また、人々が豊かな自然環境の中で、心身健
康に幸福を実感して生きることができることに寄
与することを目的とする。

4



一般社団法人だんだん会の理念

◆営利を目的としない

医療・介護・福祉は営利を目的とせず、しかし事業継続できるような経営を安定でき
るように運営することが重要であると考えます。そのことを実現するためには「一般社
団法人」は適していると考え、良質な事業運営・サービス提供を目指していきます。

◆地域住民とともに、地域に役立つ医療・介護・福祉をていねいに実
践していく

‟地域住民ともに“を基本とし、住民視線で地域活動の居場所作りも実施します

◆誰でもが利用しやすいような配慮

生活保護の方、また経済的理由で利用できないということがないように、法人として
種々の案を講じ、誰でもが利用しやすいように運営します。
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地域に求められる
たくましく優れたプロの

看護介護リハビリ集団づくり

住民が主体的に
自分の“まちづくり”を

目標
大好きな北杜で最期まで暮らし生きる支援



２．7年間の

取り組みの経緯と現状
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だんだん会の現在の事業

＜収益事業＞

１．『グループホームわいわい白州』（認知症高齢者グループホーム）

２．「わがままハウス山吹」 （多機能型シェアハウス事業）

３．『地域看護センターあんあん』（訪問看護ステーション）

４．『定期巡回てくてく24』 （定期巡回サービス）

５．「訪問介護にこにこ」 （訪問介護事業）

６．「リハ特化半日デイるんるん」 （通所介護事業）

＜地域共生事業＞

・『オレンジサロン白州・長坂』 （認知症カフェ）
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2024.2.19現在



私たちの目標・使命

重度の要介護状態・医療ニーズが高い状態でも

家族の種々の負担を最小限にし

自宅・地域の生活の場で暮らし続けられるように

自分らしい人生の最期を送ることができるように

多職種・他事業所連携チームで

24時間・365日支援体制で
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『自分らしく生ききる人生』の応援団として
最高の支援をする

地域看護センターあんあん



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人だんだん会      事業所番号 1991900100 

定期巡回てくてく２４ 
（定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業：一体型） 

＜看護強化タイプ＞ 1
0



大好きな北杜で   

最期まで自分らしく 

ご自宅で安心して暮らし続けていくために 

ヘルパー・看護師が 

24 時間 365 日、毎日、一日複数回訪問して 

お手伝いします！ 

定期巡回てくてく24 目標・使命
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〒408-0021 山梨県北杜市長坂町長坂上条 436-4 

TEL0551-30-7509 FAX0551-30-7519 

問い合わせは、上記か法人本部（0551-45-9566）まで 

 

（地域密着型通所介護事業：介護保険適応） 
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介護保険事業所番号 1991900158 

転倒しない“心と体”
づくりをお手伝いします！

国家資格を有するセラピスト（理学療法
士・あん摩マッサージ指圧師等）が、心と体
を整え、日常生活を支えます！

＜実施内容の例＞
小集団リハ・セラバンド・ボール・ヨガ
サイクル・リラクゼーションなど



住民とともに新たな事業
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わがままハウス山吹
入居者・利用者が“自分らしく”“自由に”“わがまま”に暮らしていただく、『多機能型シェアハウス』

①わたしの茶の間山吹 （住民主体型サロン）
②見守りつきハウス山吹 （見守りつき住宅）
③別荘ホスピス山吹 （重度者ケアハウス）

特徴 ◆「支援付き共生すまい」にすること
多様なニーズに対応するシェアハウス

◆医療・看護・介護サービスは、プロのチーム集団
在宅ケアのプロ集団と地域住民のコラボネーション

◆地域住民が主体となって創設・運営を行っていくこと
運営は、「住みよい共生すまい作り地域会議」

国土交通省「スマートウエルネス住宅推進モデル事業」の補助金対象
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“自分らしく”

“活き活きと”

“生ききる”ことの

支援とは
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「活き活きと生きる」とは
「自分らしく生きる」とは

生かされて「生きる」のではなく

自ら、主体的に、目を輝かせて
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自分らしく生ききる人生を！

自分が決める！

お互いに！

支援します！
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だんだん会 ホームページより



３．ＢＣＰに取り組んで

①入居・入所群

グループホーム・わがままハウス山吹

②在宅支援群

訪問介護・定期巡回・訪問看護

③通所群

リハ特化半日デイサービス
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リハ特化半日デイサービス
（通所介護）

＜取り組みの経過＞

◆作成にあたり「ひな形」から取り組んでみた

それによってあれもこれもと気づかされ、必要なことが分類整理できた。

◆サービスを提供している間でも、災害に遭遇したらどうするのかをシュミレー

ションしながら作り上げた。

常にシュミレーション（想像）してみること、意識することで不足しているこ
とをピックアップすることが大事であり、そういう場が必要だと感じた。

◆BCPに対して構えず、普段から見直しを繰り返す場や作業が必要

◆まずは、職員の安否確認が最優先されるのではないか

そのための連絡網の作成、発災後、警戒レベル3以上の発令時に各自職場への
状況報告を研修・ミーテイング等で伝えていくことにした。その際の手段は
検討中。
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＜様々な課題・不安＞

◆サービス提供時間ではないときに災害が発生した場合、私たち支援者（
スタッフ）はどうしたらいいのか

◆大勢の利用者・家族の安否確認、どこに確認したら、どのように確認し
たらいいのか。実際にどのようにするのか

◆自分自身、その家族も被災し不安な時に、業務にどれだけ集中できるの
だろうか。各自の業務継続こそどうなのか。

◆建物の構造上、備蓄品や避難用の物品収納のための保管場所が確保でき
ていない。場所の確保にも費用の捻出が難しい。
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リハ特化半日デイサービス
（通所介護）



＜法人全体では＞

◆通所系の事業より訪問系事業の方が優先されるのではないか。

通所系事業の復旧の目安、その時期は。スタッフの体制ができる、職場
の安全性（建築物として、強度、障害）の確認、ニーズの把握や事業
再開の周知。

◆地域、地域住民との連携はこれでいいのか、居宅支援事業所はもとより
地域内の事業所間のつながり・連携も十分か。法人全体の視点から検
討が必要。
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リハ特化半日デイサービス
（通所介護）



東日本大震災・阪神淡路大震災の
聞き取りから学んだこと（その１）

◆ガソリンは、半分になったら満タンにする

ガソリンが手に入らない可能性 ⇒車があっても支援できない

訪問系の仕事は、必須！

◆ＢＣＰ・マニュアルを作るときの留意点

・某老人保健施設の例 重介護の人から救出？

・訪問看護ステーションの管理者の指示？

◆職員自身が判断できる力をつけておく

・時には、マニュアル通りに行動しない方がいい場合も
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◆契約書の中に明記を！

大きな災害時には、職員の命を優先にすることを、契約書に盛り込む

・人工呼吸器装着で生活している利用者を放置して退去してもいいか

・要介護5の利用者そのままにして、自分が避難していいのか

・職員がトラウマに

・契約書で、職員の命を優先することをきちんと明記する
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東日本大震災・阪神淡路大震災の
聞き取りから学んだこと（その２）
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